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会長メッセージ

挑戦を支え合う「循環」を築く
会員企業の利益増進と、地域・社会の成長・発展への寄与Fujitsuユーザーコミュニティ会長を拝命しました三菱食品の石﨑です。

本会は創立62年を迎え、大きな改革を推進しています。

今後は、ユーザー企業と富士通がさらに連携をすすめ、

課題解決に共に挑む姿勢が重要と考えています。

2026年度は、「テクノロジーと共創が拓く、価値創出と地域社会への貢献」を

基本方針に、会員企業の発展を支援します。

ネットワーク構築やコミュニティ活動の活性化、AI活用、セキュリティ、

人材育成に注力します。

コミュニティの発展のため、「共創」「未来志向」「次世代育成」を柱に、

会員各社と富士通が互いの挑戦を支え合う「循環」を築いてまいります。

皆様のご協力をよろしくお願い申し上げます。

会員企業が抱える課題に向き合い、
会員と富士通が共に考え、研究・討議・実践を重ね、解決へつなげていくこと。
それが、Fujitsuユーザーコミュニティの活動の原点です。（会則 第2条）

■ 組織名：Fujitsuユーザーコミュニティ
■ 所在地：〒212-0014
　　　　　神奈川県川崎市幸区大宮町1-5 JR川崎タワー
■ 設　立：1964年5月
■ 会員数：2,807団体（2026年9月1日現在）
■ 支部数：全国11支部（北海道～沖縄）

Fujitsuユーザーコミュニティ会長

（三菱食品株式会社 常務執行役員）

石 﨑 智 晴

MESSAGE Fujitsuユーザーコミュニティのご紹介INTRODUCTION

活動の目的

一社だけでは解決が難しい課題も、立場や業種を越えて知恵を持ち寄れば、新たな一歩が見えてきます。
Fujitsuユーザーコミュニティは、会員と富士通が共に考え、学び、実践する共創の場。
全国規模のネットワークと地域に根差した活動、先端テクノロジーの知見をつなぎ、会員企業の成長と変革、
さらに地域・社会の発展へと成果を広げていきます。

Fujitsuユーザーコミュニティの強み

全国規模の
ネットワーク

概要3つの柱

共創
会員企業が課題を

持ち寄り、解決に向けた
場をつくる

未来志向
データ利活用・AIなど
先進テーマに取り組む

次世代育成
デジタル社会を担う
リーダー育成に注力

知見がつながり
未来をつくる
コミュニティ

全国の企業がつながる、
国内最大規模の
ICTユーザー会です。
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Fujitsu User 
Community

全国活動と
支部活動
全国各地での勉強会・
セミナー・交流会により
地域に根差した活動を
展開します。

先端知見の共有
AI・セキュリティ・
量子コンピューティング
など、先端テクノロジーに
関する最新の知見を学び、
実践に活かせます。

会員同士の交流
業種・業態を越えた
多様な会員との交流により、
新たな気づきと
ビジネスの可能性が
広がります。

つながる

学
び
あ
う

広げる

高
め
あ
う

さらなる価値創出へ



全国活動・支部活動のご紹介

人事部会

秋季大会や共通施策などの「全国活動」と、
全国11支部が企画する「支部活動」を通じて、
会員の皆様に多彩な参加機会をお届けしています。
全国規模での知見共有や最新テクノロジーの活用に加え、
地域に根差した情報交換・交流に参加いただけます。

全国の会員が集い、視野とつながりを広げる「秋季大会」
年に一度、全国の会員が一堂に会するコミュニティ最大のイベントです。
有識者による講演やテーマ別セッション、最新テクノロジーの展示・体験、
会員同士の交流など、多彩なプログラムを展開。
幅広い情報や実践事例に触れ、業種や地域を越えた新たな出会いから、
今後のビジネスに生かせるネットワーキングが得られます。

「部会」は、地域や業種の枠を越えて、共通の関心や事業テーマを持つ会員が集うコミュニティ活動です。
会員企業の課題解決と新たな価値創出を推進する活動です。AIをはじめとする最新テクノロジー情報の提供や会員企業の
実践事例紹介に加え、参加型プログラムによる深掘りや、地域の枠を越えた参加者同士の深遠な意見交換を実施します。
多様な視点での議論を通じて実践的な知見を獲得し、自社のイノベーション推進や共創によるビジネス機会の創出へとつなげます。

全国どこからでも参加できる「共通施策」
会員企業のテクノロジー人材育成に向けた、全国共通のプログラムです。
毎年、AIやセキュリティ、人材育成など、関心の高いテーマを取り上げ、
集合・オンライン・ハイブリッド形式やオンデマンドコンテンツで提供。
所属地域を問わず参加でき、最新の知見や全国の会員との交流を、
自社の成長や新たな挑戦へとつなげることができます。

各分野の課題や関心に応じて、講演、対話、ワークショップ、企業訪問などを組み合わせながら活動しています。

ACTIVITIES コミュニティ活動「部会」のご紹介
COMMUNITY
ACTIVITIES

全国活動
部会活動から得られる4つの価値

知識を深め
  仲間と繋がる。

部会活動4つの価値

各領域（各部会）における
地域内外のネットワーク構築

会員企業同士による
取組み・実践事例の共有

有識者や専門家からの
知見共有

継続的な参加と意見交換による
関係性強化、事業活動への貢献
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つながる。高め合う。新たな価値を生み出す。

地域でつながり、共に考え、課題解決へ
北海道から沖縄までの全国11支部で、それぞれの地域特有のビジネス課題や経営テーマに応じた活動を
展開しています。セミナー、情報交換会、施設見学、若手育成プログラムなど、各支部ならではの企画を通じて、
地元の会員企業同士が顔の見える関係を築き、業種・業界を越えて知見や経験を共有。
地域に根差したネットワークから、自社の課題解決や新たな連携、地域社会への貢献につなげます。

支部活動
活動中の部会

人事部門や人事領域に関
心を持つ会員が集まり、
先進事例や実践知を共
有。各社の人事施策や組
織づくりへの活用を目指
します。

物流部会

サステナブルなロジス
ティクスの実現に向け、
会員相互の連携によって
共通課題への対応を進
め、会員企業の事業への
貢献を目指します。

AI部会

AIの活用・実装を目指す
会員が、知見や実践事例
を 共 有。講 義、ワーク
ショップ、ハンズオンを
通じて、円滑なAI実装を
後押しします。

イノベーション部会

新たな事業や価値の創
出に向けて情報収集と
知見共有を行い、既存事
業の変革や新規ビジネ
スにつながる取組みを
推進します。

企業経営部会

経営者のニーズに応じた
特別講演や「対話の場」
を通じて、会員企業の経
営層がつながり、関係を
深める継続的な機会を
提供します。 

サステナブル部会

最新情報の収集や、SX
の実践事例の共有によ
り、理解と共感を深め、
会員に最適な取組みと
共創による持続可能な
価値創出を支援します。

航空宇宙部会

航空宇宙領域の最新情
報収集、知見共有、交流
を通じ、テクノロジーを
活用した新規事業創出、
事業革新、付加価値向上
を支援します。

セキュリティ部会

深刻化するサイバーリス
クを経営課題として捉
え、業種を越えた議論で
知見を共有。技術、プロ
セス、人材育成面を含む
対策を検討します。

DE&I部会

多様な人材が活躍でき
る組織づくりを推進し、
イノベーションの創出、
会員エンゲージメントの
向上、企業価値の向上を
目指します。

若手コミュニティ

次世代リーダーの育成と
若手会員の交流を通じ
て、エンゲージメントの
向上、人材の定着、会員
企業の組織活性化に貢
献します。



2026年10月～2027年3月までのイベントスケジュール
総会・部会・支部総会・オンデマンドコンテンツ

全国の会員が石川県金沢市に集い、
視野とつながりを広げるコミュニティ最大のイベントです。
▶ 11月5日（木）～11月6日（金）会場：ホテル日航金沢

オンデマンドコンテンツ「ITスキル講座」　｜　10月～12月 継続配信　｜　オンライン オンデマンドコンテンツ「ITスキル講座」2027年度版　｜　1月より配信予定

EVENT

2026年度秋季大会（金沢）

地域でつながり、共に考え、課題解決 全国11支部の総会にも、ぜひご参加ください。

▶ 北海道支部　2027年3月8日（月）14:00-18:15
▶ 東 北 支 部　2027年3月10日（水）午後
▶ 関 東 支 部　2027年3月3日（水）13:40-19:00
▶ 信 越 支 部　2027年3月16日（火）14:30-18:30
▶ 北 陸 支 部　2027年3月12日（金）
▶ 東 海 支 部　2027年3月4日（木）15:00-18:30

▶ 関西支部　2027年3月9日（火）午後
▶ 中国支部　2027年3月5日（金）15:30-18:30
▶ 四国支部　2027年3月2日（火）15:30-18:30
▶ 九州支部　2027年3月17日（水）14:30-17:30
▶ 沖縄支部　2027年3月10日（水）14:30-18:30

　　　　　　　　　　

2027年3月開催予定　支部総会一覧

ITスキル講座「最新のITトレンドとこれからのビジネス戦略」
～AI前提の時代にふさわしい事業戦略を考える～　
■戦略編
　　　　　　

■テクノロジー編

オンデマンドコンテンツ

イベントスケジュール

2026年10月
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2026年11月 2026年12月 2027年1月 2027年2月 2027年3月

▶ サステナブル・
　 航空宇宙フォーラム
　 10/7（水）14:00–18:00
　 会場：AP日本橋

▶ Fujitsuユーザーコミュニティ
　 秋季大会
　 11/5（木）～11/6（金）
　 会場：ホテル日航金沢

▶ 若手コミュニティ
　（CROSS HUB）
　 11/6（金）9:00–15:00
　 会場：富士通 Kanazawa Hub

▶ AI部会 共通施策
　 11/11（水）15:00–18:00
　 会場：各支部会場
　 　　（メイン会場：東海）

▶ 人事部会
　 11/26（木）15:00–18:00
　 会場：JFEシステムズ（本社事務所）

▶ イノベーション部会
　 12/1（火）～12/2（水）
　 会場：福井県鯖江市

▶ 四国支部総会
　 3/2（火）15:30–18:30
　 会場：JRホテルクレメント高松

▶ 物流部会
　 1/14（木）15:00–18:00
　 会場：東京駅周辺

▶ AI部会
　 2/3（水）15:00–18:00
　 会場：Fujitsu Technology Park

▶ DE&I部会 共通施策
　 2/9（火）13:00–17:00
　 会場：各支部会場
　 　　（メイン会場：九州）

▶ 人事部会
　 2/10（水）15:00–18:00
　 会場：東京駅周辺

▶ 人材育成 共通施策
　 2/17（水）15:00–18:00
　 会場：各支部会場
　 　　（メイン会場：関東）

▶ 若手コミュニティ（CROSS HUB）
　 2/19（金）15:00–18:00
　 会場：東京駅周辺

▶ 関東支部総会
　 3/3（水）13:40–19:00
　 会場：明治記念館（予定）

▶ 東海支部総会
　 3/4（木）15:00–18:30
　 会場：JRゲートタワーカンファレンス

▶ 若手コミュニティ（リーダーカイギ）
　 3/5（金）14:00–18:00
　 会場：東京駅周辺

▶ 中国支部総会
　 3/5（金）15:30–18:30
　 会場：メルパルク広島

▶ 北海道支部総会
　 3/8（月）14:00-18:15
　 会場：札幌ガーデンパレス

▶ 関西支部総会
　 3/9（火）午後
　 会場：シェラトン都ホテル大阪

▶ 東北支部総会
　 3/10（水）午後
　 会場：仙台国際ホテル

▶ 沖縄支部総会
　 3/10（水）14:30–18:30
　 会場：ホテル コレクティブ

▶ 北陸支部総会
　 3/12（金）午後
　 会場：ハイアット セントリック 金沢

▶ 信越支部総会
　 3/16（火）14:30–18:30
　 会場：シャトレーゼホテル長野
　 　　（予定）

▶ 九州支部総会
　 3/17（水）14:30–17:30
　 会場：大名カンファレンス
　 　　（福岡県福岡市）

▶ セキュリティ部会
　 12/9（水）15:00–18:00
　 会場：東京駅周辺

▶ 若手コミュニティ（合宿）
　 12/14（月）～12/15（火）
　 会場：富士通 Naha Hub

▶ DE&I部会 共通施策
　 12/16（水）13:00–17:00
　 会場：各支部会場（メイン会場：東北）

▶ ITスキル講座（FY26更新）
　 12/21（月）～
　 

▶ 企業経営部会
　 10/14（水）17:30–19:30
　 会場：OCA TOKYO

▶ 物流部会
　 10/21（水）15:00–18:00
　 会場：大手町プレイス
　 　　  ホール&カンファレンス

1. 基礎知識：最新のITトレンドを理解するために知っておくべき基礎知識
2. DX／デジタル・トランスフォーメーション：デジタルがもたらす社会の変化とDXの本質

3. クラウド・コンピューティング：ITの前提となるクラウド・コンピューティング （前編／後編）
4. サイバー・セキュリティ：安心・安全にITの利便性を享受するためのサイバー・セキュリティ
5. IoT／モノのインターネット：ビジネス基盤となったIoT
6. AI／人工知能：既存の常識の書き換え・前提を再定義するAI（前編／後編）
7. 開発と運用：変化に俊敏に対処するための開発と運用
8. 量子コンピューターと量子暗号
     　

■申込締切：2026年12月24日（木）17:00迄

※日時・会場は変更となる場合があります。最新情報はHPをご確認ください。



■ 実務に直結する内容
AI活用が検討段階から実装段階へ移行する中、「業務への具体的な適用」や「社内展開・定着」といった課題が共有され、参加者
からは「想像以上に実務に近い内容だった」「自社の取り組みに生かせるヒントが多かった」といった声が寄せられました。

■ 他社の取り組みから、自社の課題が明確に
AIドリブン開発基盤やPhysical AIの最新動向について、実際の活用にまで踏み込んで議論しました。参加者からは「他社の取
り組みを知り、自社の課題が明確になった」といった声が聞かれました。

■ 企業同士の議論だからこそ得られる気づき
他社の取り組みや課題を直接聞き、意見交換できることもAI部会の魅力です。参加者からは「参加して初めて得られる気づき
が多い」といった声もあり、AI活用の次の一歩を考える機会となりました。

支部イベント開催レポート
各支部では支部会員にご協力いただきながら、地域性豊かなさまざまなイベントを開催しています。
ここでは、9月8日に開催した、関東支部開催の「第1回先端施設勉強会」をご紹介します。

REPORT

第6回「AI部会」開催
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AI部会では、会員企業が業種・業界を越えてAI活用の課題を共有し、
実務への適用や課題解決につなげています。
他社の取り組みや実例から、業務への適用や社内展開・定着のヒントを得られる点が大きな特徴です。

AIの実装フェーズを見据え、具体的な課題を議論
2026年5月20日（水）に開催された第6回AI部会には、全国から120名が参加しました。
当日は、AIドリブン開発をテーマに、要件定義から設計・実装・テストまでをAIが支援・自動化する新たな開発のかたち、
Physical AIによる「現実世界で動くAI」の最新動向が紹介されました。ディスカッションでは、「AIをどの業務に適用するか」
「どのように社内へ展開・定着させるか」といった実装フェーズの課題を中心に活発な意見交換を実施。業種や立場を越えた
議論を通じて、自社の取り組みを見つめ直し、次のアクションを考える機会となりました。

参加者が実感したAI部会の価値

■開催概要
2026年5月20日（水） 15:00～17:30
120名
テーマ：富士通のPhysical AIの取り組み
富士通株式会社
技術戦略本部 SME推進統括部 シニアディレクター
テーマ：AIドリブン開発基盤が実現するシステム開発の新時代
富士通株式会社
① 今後のAIの発展が、自社の経営戦略、IT戦略、IT課題の解決にどのような影響
  （メリットや懸念点）をもたらすと考えるか
② 現在直面しているAIに関する課題や、将来を見据えた対応の方向性について

日 時
参 加 者

情 報 提 供 ①

情 報 提 供 ②

ディスカッション
　 　 　

関東支部「第１回先端施設勉強会」

キユーピー株式会社 様「マヨテラス」見学
～キユーピーグループのDXとAI活用を現場で学ぶ！～

講演タイトル「キユーピーグループのDXとAI活用について ～データやAIの活用で実現する、新たな価値創造～」

講演・意見交換

施設見学
マヨテラスでは、マヨネーズの歴史や製造工程、品質へ
のこだわり、酸化を防ぐための容器設計、卵のさまざ
まな活用方法などを、キユーピー様が培われた技術を
紹介いただきました。
参加者の皆様にとって、身近な商品に込められた工夫
とものづくりへの想いを体感する機会となりました。
「ストーリーを感じてファンになった」「説明員の方
が、本当に自社のことを誇りに思っていらっしゃる」「ホ
スピタリティが素晴らしい」といった声が参加した会員
から寄せられました。

講演では部門横断で進めるDX基盤と人材育成、生成AIブランド「Q-unity」、
生活者エージェントを活用した市場調査、営業領域でのAIエージェント活用な
ど、AIを単なる業務効率化にとどめず、業務変革や新たな価値創造につなげる
取り組みをご紹介いただきました。
AIを「使う」段階から、事業や働き方を変える力として生かす段階へ進むため
の多くのヒントをいただきました。
意見交換では、参加企業それぞれのDXとAI活用の状況や課題を共有しまし
た。参加者からは、「組織づくりから具体的なAI活用まで幅広く学べた」、「自
社でも参考にしたい」、「参加企業との意見交換が有意義だった」といった声
が寄せられました。

9月8日（火）に関東支部で17社27名が参加し、「第1回先端施設勉強会」が
開催されました。

■プログラム : 💡キユーピーグループのDXとAI活用に関する講演（実践的な事例の紹介）
💡マヨテラスの施設見学・体験
💡参加者同士の意見交換

ここでは5月20日に開催した
第6回「AI部会」をご紹介します。

部会開催レポートREPORT



会員インタビュー
Fujitsuユーザーコミュニティに実際に参加されている会員5名に、
参加のメリットやおすすめポイントを伺いました。

Fujitsuユーザーコミュニティへの入会についてご説明します。

INTERVIEW 入会案内INFORMATION
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入会資格

入会案内

富士通のシステムやサービスをご利用されている、もしくは富士通とビジネスの窓口をお持ちの法人（企業・団体）であれば、
どなたでも入会いただけます。 

学びを自社の変革へ
インフラ・セキュリティ領域の経験を活かし、ITガバナンス強化やCSIRT構築に
取り組んでいます。Fujitsuユーザーコミュニティは、企業の枠を越えて実務上の
課題や知見を共有し、新たな視点を得られる貴重な場です。今後も学びを自社
の変革や成果創出につなげていきたいと考えています。

他社の取り組みや実践から学ぶ
Fujitsuユーザーコミュニティの魅力は、業種や企業規模を越えて交流し、
他社の取り組みや実践例から学べる点です。他社のAI活用や教育施策の
生の声に触れ、視野を広げる場として活用しています。実践的な学びと人
とのつながりは、Fujitsuユーザーコミュニティならではの価値です。

 

三菱地所ITソリューションズ
株式会社

伊藤 麻澄 様

一歩を踏み出してこそ得られるモノとは
初めて部会に参加し、他社の成功事例だけでなく、苦労や工夫を経験者か
ら直接聞ける点に魅力を感じました。率直な意見交換や異業種の視点か
ら学べることも大きな価値です。初めは少し敷居が高く感じても、一歩踏
み出すことで新たな気づきや出会いにつながると思います。

社外の知見を自社の成長に
地方中小企業ですが、Fujitsuユーザーコミュニティを通じて、多くの企業の
情報や考え方に触れ、視野を広げることができました。部会や交流の場を自
社の社員の学びや成長につなげられる点も大きな魅力です。
今後も社外の知見や人との出会いを成長に生かしていきたいと考えています。

 株式会社アサヒ情報システム

代表取締役

中西 聡和 様

理研産業株式会社

代表取締役社長

久保田 勝彦 様

コミュニティならではの学びと交流の体験
異業種との交流を通じて、自社だけでは得にくい気づきや新たな視点
に出会えることが魅力です。他社見学や各種部会も、社員の学びや成
長、社外とのつながりづくりに役立っています。ぜひ、このコミュニ
ティならではの学びと交流を体感していただきたいと思います。

お問い合わせ
以下のお問い合わせフォームよりご連絡ください。
イベントについて／入会について／脱会について／会員情報の変更／資料請求／その他

お問い合わせフォーム：https://forms.office.com/r/NfnPS83G8m

よくある質問
Q. 入会とは会社で登録するものですか？ 個人のアカウントは存在しますか？
A. Fujitsuユーザーコミュニティへの入会は、法人（企業・団体）単位での登録となります。会社での登録が必要です。
　  個人のアカウントは存在せず、入会は富士通のシステムやサービスを利用している法人、または富士通とビジネスの窓口を
　  持つ法人が対象となります。

Q. メール配信について
A. イベントやセミナーなどのご案内メールの配信をご希望の場合は、各支部サイト内の「イベント案内メール登録」フォーム
　  よりご登録ください。
　  新規登録後、ご登録いただいたメールアドレス宛に各種ご案内をお送りします。

会員特典
全国規模で開催する秋季大会や各支部のイベントや部会、オンデマンド講座などに、会員企業であれば何名でも何回でもご参加い
ただけます。※イベントによっては、多くの会員の皆さまにご参加いただけるよう、参加人数を調整させていただく場合があります。
そのほか、富士通のサテライトオフィスである「F3rd X Uvance Kawasaki」をご利用いただけます。

年額：24,000円（一括支払）
※年度の途中で入会される場合、入会月より年度末（3月）までの月数×2,000円となります。
※2027年度より会費の改定を予定しています。ベーシックプランで年額48,000円となります。
 （別途ミニマムプランもございます）

LS研究会費　年額：26,000円（一括支払）
※LS研とは、Fujitsu User Community LS研究委員会（略称 LS研）は、経営戦略・先端的なテーマ・人材教育等を中心に
　共同で調査・研究するとともに、創造力あふれ個性豊かな人材を育成し、会員企業の業務改革に貢献するための研究会です。
※10月以降に入会される場合、13,000円となります。

入 会 金

会 費

支 払 方 法

無料

振込（手数料はご負担願います）※請求書を発行いたします。当会指定の口座にお振り込みをお願いします。

JA三井リース株式会社

戸田 浩平 様

キユーピーデジタルイノベーション
株式会社
取締役

望田 透 様


